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ミジンコを用いた生物学学生実験の開発 （片田真一）

新しい生物学学生実験の開発Ⅰ
―仮説検証的要素をもったミジンコの観察―

片　田　真　一

Development of a new student experiment program ―Observation of morphology 

and feeding behavior of Simocephalus vetulus with hypothetical testing method―

Shin'ichi KATADA

はじめに

　慶應義塾大学日吉キャンパス特色GP「文系学生への実験を重視した自然科学教育」の事業
III「新しい実験テーマの開発と実験マニュアルの整備」（生物学）の一環として，筆者はミジ
ンコ（オカメミジンコ Simocephalus vetulus: Daphniidae）を使った学生実験テーマを開発
中である。本論では「文系学生向け生物学実験（仮説検証的要素をもったミジンコの観察）」
と，ミジンコを学生実験の材料とする際の留意点・準備に係るマニュアルを報告したい。今回
紹介する「学生実験」の所要時間は講義時間内に収まるように，実験ガイダンスも含めて180
分を想定している。この学生実習は一見，ミジンコの形態観察である。しかし単なる「観察」
に終わらぬよう，ここに「仮説・検証型」の要素を加えたものとした。
　ヒトの頭の中にはその人が経験してきたことに基づく「常識」がある。「ヒト」のように眼
が 2つある生物でも，顔を真横から見ればそこには眼は一つしか見えない。魚類，両生は虫類，
鳥類，ほ乳類の多くが横から見れば眼が一つに見えることを，私たちは「常識」に思っている。
さてではミジンコはどうなのだろうか？ミジンコを横から観察するとそこに眼は一つだけ見え
ており（図 1），その裏側には反対側の眼があるように思える。だがこれは「狭い見識に基づ
いた常識」である。ミジンコという生物は中学，高校等の教科書・参考書への登場回数も多く，
学生のほとんどはその存在を知っているし図 1のような絵もよく知っている。そして学生たち
は，「ミジンコの眼（複眼）も 2つある」と勝手に思い込んでいることが多い。しかし実際に
はミジンコ類の左右の複眼は中央で癒合し，見かけ上は一つになっている（上野，1973）。学
生は自分の「常識」に基づいて，つまり眼はきっと 2つあるだろうと予測して観察を始めるが，
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実際には一つであることを「発見」することとなる。この過程は，仮説をたて，実験で検証し，
検証結果をレポートにまとめる科学的実験プロセスと同じものと考えることができよう。また
ミジンコの頭部には吻と呼ばれる突起が見られることがあり，これは口器のようにみえる（図
1）。そこで，生きたミジンコに擬似的な餌（水に懸濁させた赤い色素）を与え観察すると，
この吻とは無関係のところから食物を取り込んでいることが分かる。つまり，「吻は口である」
という学生の予測はここでも裏切られることとなる。このような「錯覚」を利用した学生実習
をここでは紹介したい。

1．学生実習の材料としてのオカメミジンコ

分類と形態
　オカメミジンコは節足動物門，甲殻亜門，鰓脚綱，枝角目（ミジンコ目）に属する（上野，
1973）。体の左右に飛び出した一対の触角（第二触角）を上下に動かして遊泳する。二枚貝状
の殻に覆われているが腹面は開口し，ここから餌となる微生物や有機物を取込む。頭部も含め
殻はほぼ透明で体内の様子（腸，心臓，卵巣，複眼の周りの筋肉など）も観察可能である。成
熟したオカメミジンコの体長は1.2～2.0mmほどで，肉眼でも確認できる。学生実習で使用
される一般的な光学顕微鏡100倍での視野直径は1.5～2.0mm程度であるため，これでちょう
ど体全体が見える大きさで，淡水性プランクトンとしては比較的大型な種である。

生殖
　一般にミジンコ類（枝角目）は，環境条件が良好ならば単為生殖し，悪化すると休眠卵を産

図 1．ミジンコ類の体制
オカメミジンコの体長は成熟個体で1.2～ 2mm程度。一般的な学
生実験用の光学顕微鏡100倍で視野いっぱいになる，ちょうど良い
大きさである。
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むと考えられている（上野，1973）。本種も例外ではなく，飼育容器内では一貫して単為生殖
のみで増殖してきたと思われる。卵は 2～20個で，これらはメス体内で発生が進み，親とほぼ
同形の個体が産み落とされる。産まれた個体は 2～ 4週で成熟する（personal observation）。
また水条件が悪化すると通常の卵よりも大型の休眠卵が形成される。飼育水槽への餌（後述）
の供給を止めて 1ヶ月ほどすると，水槽の底に休眠卵が見られることがある。オカメミジンコ
は神奈川県内では，春に田んぼや沼で多数発生する普通種で，おそらくそれらの底土には本種
休眠卵が多数存在しており，条件の好転を待ってふ化するものと思われる。私が観察を始めて
まだ 3年ではあるが，オスと思われる個体は未だ観察されていない。
　今回用いた材料は，慶應義塾大学日吉キャンパス第二校舎ベランダに長期間設置された水槽
の底土50ml ほどを室内水槽に持ち込み，ここから発生した個体を別水槽に単離し累代的に増
殖させたものである。2005年12月に発生した個体の子孫が一度も絶えること無く，2008年 9 月
現在でも室内で生育中である。（オカメミジンコ以外にも，この土からはケンミジンコ類，マ
ルミジンコ類も多数ふ化したが，今回の実験には用いなかった）。

増殖の速さ
　学生実習の試料とするためには，一度に大量の個体が必要となる。そこで，オカメミジンコ
の準備に要する時間，増殖スピードや増殖状況を知るために， 1リットル瓶を使って個体数の
変動を観察した。汲み置きした水道水700ml を入れたポリプロピレン製の 3本（A，B，C）の
瓶に元気の良い大型（1.5mm以上）の個体 1匹ずつを入れ，これに餌および栄養源としてグ
リーンウォーター 100ml を調査開始時に一度だけ加え，20日間にわたってミジンコの個体数
を調査した。
　飼育はすべて自然光の当たらない室内で行い，特別な水温管理は行わなかった。pH調整剤
等のサプリメントも行わなかった。この調査では，エアレーションは行わなかった。 4～ 8日
おきに瓶内のミジンコ全ての個体数をカウントし，その変化を瓶ごとに図示した（図 2）。
　瓶Aでは実験開始後から順調に増殖を始め，16日後にはピークを迎え，その後急激な減少
に転じた。瓶 B，Cの個体数のピークはそれぞれ16日後および20日以降であった。このように，
いずれの瓶も同じ日にセッティングされ条件も同じであったにもかかわらず，個体数がピーク
となる時期とその時の個体数は，瓶ごとに違いが見られた。個体数がピークとなる時期が異な
ることの原因は現在のところ分かっていないが，可能性として考えられるのは，はじめに投入
した親ミジンコの生理的状態（いわゆる，元気の良さ）の違いかもしれない。
　Aと Bの瓶のミジンコ個体数はピーク後急激に減少し，数日後にはゼロとなった。
　以上より，親として用いるミジンコの状態が良好ならば， 2週間程度で数百匹の個体を得ら
れることが明らかとなった。 1リットル瓶× 3本あれば，学生実験 6クラス分（およそ300人
分）の実習遂行に足りるだけのミジンコを得ることができた。しかし，このような大量増殖を
これまで 5回ほど行ったが，個体数の多い状態を維持することは極めて困難で，通常 1～ 2週
間たたずに個体数は1／ 10以下に激減した。



慶應義塾大学日吉紀要・自然科学

58

No. 45（2009）

　これらのことを考慮するとミジンコを学生実験に使用する場合は，（1）増殖瓶を可能な限り
複数用意し，（2）増殖に成功した瓶を学生実験に用いる，というのが良いだろう。

餌となるグリーンウォーター
　大型培養瓶（ 9リットル）に水 8リットル，野外水槽で採取した濃緑色の水10ml，ハイポ
ネックス 1 ml，鶏糞一つまみを入れ，蛍光灯を一日中当てながらエアレーションし， 2週間
程度で濃い緑色の水を得た。本種の増殖にはこのグリーンウォーターを餌として用いた。この
緑水を検鏡したところ，大きさ形態ともにクロレラ様の緑藻，ゴレンキニア属（Golenkinia）
に似た緑藻および同大の鞭毛虫類が多数認められた。野外水槽で大型金魚をフィルター無しに
飼育すると緑色に強く濁ることがあるが，このグリーンウォーターも餌として有効であった。

累代飼育と大量増殖
　オカメミジンコを密度の高い状態で維持することが困難ならば，学生実験の試料とするため
には，個体数の少ない状態で長期間維持する「累代飼育」と，実験等で大量に用いる前に個体
数を飛躍的に増加させる「大量増殖」とを組み合わせながら飼育する必要がある。
　累代飼育については，市販の梅酒瓶もしくは30cm水槽を使用した。ミジンコの餌となる微
生物や溶存有機物を供給するために， 1回／週から 1回／月の頻度で鶏糞（今回はヒメウズラ
の糞尿）を一撮みすり潰して添加した。正確な個体数は数えなかったが，この状態で100～300
匹程度の成虫が年間を通して継続的に維持できた。本種の飼育には，一年を通して特別な水温

図 2． 1リットル瓶で飼育したミジンコ個体数の経時的変化。
横軸は観察日，縦軸は総個体数。三本の 1リットル瓶それぞれに 1匹ずつ成虫を入れ，個体数（は
じめに入れたミジンコの子や孫の数）の変化を記録した。2008年 9 月11日開始， 9月30日まで。い
ずれの瓶も飼育条件は同じにした。餌（グリーンウォーター，本文参照）の添加は実験開始時に一
度のみとした。瓶A，瓶Bともに実験開始後 8日目にはほぼ100匹に達した。瓶Cでは 8日後でも
1個体のままであったが，その後数が増え始め，20日後には300匹になった。この個体数には0.5mm
以下の小さなものも含まれるため，すべての個体が実験材料として適しているわけではない。
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管理は行わなかった。研究室の室温は冬は10～20℃程，夏は30℃を超えない程度に調整されて
おり，（夏期にやや元気が無かったものの）ミジンコは一年を通じて繁殖が確認された。pH
調整剤や塩類の添加等のサプリメントも行わなかった。蒸発により水面が低下したときには，
1日以上汲み置きした水道水を適宜加えた。飼育当初はエアレーションをせずに飼育していた
が，水が茶色に濁りミジンコが減ることがあった。その後弱いエアレーションであればミジン
コも元気に育つことが分かり，可能な限り実施することとした。極端な水の濁りが生じること
も無く調子よく生育している。
　続いて大量増殖について述べる。水槽に累代飼育した水 2～ 3リットルとともにミジンコ
100匹程度を入れ，これに餌（グリーンウォーター）200ml を 3 ～ 7 日に一度のペースで加えた。
餌を入れすぎると水が腐りミジンコが酸欠／死滅することがあるため，ミジンコの食べるスピ
ードに応じて餌量の調整を行った（グリーンウォーターを入れた直後は水槽の水が緑色になる
が，ミジンコの数に応じて 3～ 7日で緑色は消える。この緑が消えた時に次の餌を与えるよう
にした）。エアレーションは行わなかったが，行う場合はミジンコの体を傷つけぬようごく弱
めにした。この操作を0.5～1.5 ヶ月続け，水槽あたり1000匹以上の成虫を得た。前述したよ
うに，この個体数をそのまま維持するのは困難である（未だ，成功したことが無い）。学生実
験に使用する場合は，瓶を数本用意し，実験日にちょうど良く増殖したものを使うのが良いだ
ろう。

2．学生実験：形態の観察・採餌様式の観察

実験に先立つガイダンス
　生態学の教科書では「生産者→一次消費者→二次消費者→さらに高次の消費者」という栄養
段階の階層性が紹介されていることが多い。しかし水生微生物の世界では食う -食われる関係
が複雑に入り組んでおり，栄養素・エネルギーが循環する「ループ状の構造（もしくはネット
ワーク状の構造）」になっていると考えられており（図 2），これは微生物ループと呼ばれてい
る（微生物ループの解説としては例えば永田俊，1993など）。例えばメダカやモツゴなどの小
型魚類でも，原生生物類は小さすぎて餌には不適なことが多く，微生物ループ内で循環する
「栄養」がより高次の消費者へ上って行くことがないように見える。この中においてミジンコ
類やワムシ類といった比較的大型のプランクトンは小型魚類の餌となりうる。その小型魚類は
さらに大型の魚類や鳥などの餌となっていく（図 3， 4）。こうしてみるとミジンコは，水系
生態系の中で微生物ループに溜まっているエネルギーを高次の消費者へと受け渡す要石的な役
割を負っていると言えるかもしれない。このミジンコはどのような体制を持っていて，またど
のような採餌様式なのか，詳しく観察していく。

実験の概要
　まず光学顕微鏡を使って，ミジンコを横から観察し，スケッチをする。次にミジンコを縦向
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きにして同様にスケッチをする。このとき複眼の位置と形，単眼の位置と形に注目させ，ミジ
ンコを立体的にとらえることを目指す。次にミジンコを横向きにした状態で，擬似的な餌（今
回は薄めたコンゴーレッド水溶液）を添加し，ミジンコが食物を体内に取り込む様子を観察・
記録させる（図 5）。このとき口器の位置や形に注意して観察を行う。ミジンコはホール付ス

図 3．微生物ループの模式図
植物的なプランクトンが繊毛虫などの動物的プランクトンに補食さ
れる。各個体の老廃物や死骸は分解された後，容存有機物として水
に解け，これが細菌およびその他の微生物の栄養源として利用され
る。そしてこれらはまた，他のプランクトンの栄養源となる。水界
生態系にはこのようなループ状の構造が存在すると考えられてい
る。

図 4．微生物ループから魚類への食物連鎖の模式図
ミジンコやワムシ類は小魚に捕食される。彼らがいなければ，微生
物ループの栄養は高次の消費者へ伝わることは無い。
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ライドグラスを使って観察するが，ピペットを上手に使い水量を調節することで，横向きにも
縦向きにもコントロールできる。

使用器具
　光学顕微鏡，ホール付スライドグラス，パスツールピペット，コンゴーレッド水溶液。細か
く切った濾紙（スライドグラス上の水量の調節に用いる）。カバーグラスは使用しない。
資料 1は学生配布用プリントである。

学生実験の結果
　2007，2008年の 2年間で，慶應義塾大学日吉キャンパスの文系学生12クラス（一クラス50人
ほど）で本実験を実施した。
　学生は横向きのミジンコをスケッチした後に縦向きの観察を行うので，「縦向きに見ると，
きっとこうなるだろう」という「予測」を知らず知らずのうちに立てている（図 6）。この思
い込みが激しすぎたため，縦からみたミジンコの複眼の位置を正確に描けなかった場合（つま
り，縦から見た時に複眼が 2個に見えてしまう）がクラスあたり 0～ 1例出現した。しかし他
のほとんどの学生は「観察の結果，自分の予測が間違いであったことに気がつき」正しいスケ
ッチを行うことができた（図 7）。

図 5．実験の 3つの課題
水の量を調節し，ミジンコを横向きもしくは縦向きにさせて観察を行う。水量の調節は基本的にパ
スツールピペットで行うが，細かく切った濾紙などを使用してもかまわない。課題 2では，水を多
めに使い，その中でミジンコが自由に泳げる状態を作る。ミジンコが元気よく泳ぎ回っていれば，
ミジンコが立て向きになっているところが観察できる。ミジンコが横や斜めに傾いてしまうときに
は，新しい個体でやり直すのが良い。この時，やや小型（0.5～1.0mm程度）の個体の方が成功し
やすいようだ。課題 2の餌を食べる様子の観察では，用いるコンゴーレッド水溶液はやや色がつい
ている程度のごく薄いもので良い。
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　「眼の位置の観察」に比べると課題の 2点目の採食様式の観察はやや難度が高かった。ミジ
ンコの頭部には突起（吻と呼ばれている）があり，これはまるで口のように見える。しかし水
中に擬似的な餌を入れてミジンコが採餌する様子を観察すると，餌は体前面の割れ目から直接
体内に入り頭部下付近で濃縮され，大鰓から「ごくり」と飲み込まれ腸に入って行くのが観察
される（図 8）。つまり，頭部前面の突起（吻）が採食に無関係であることが判明し，学生た
ちの「吻は口だろうという予測」がここでも裏切られることとなる，と期待していた。しかし

図 6．学生が考える「縦向きのミジンコ像」
学生はまず，ミジンコを横から見てスケッチし，その後縦向きにした観察に入る。その時横から見
た図から「縦ではきっとこう見えるだろう」という予測を頭の中に持っている。多くの場合，「眼
は二つだろう」と「予測」しているようだ。

図 7．学生レポートに描かれた縦向きミジンコ像。眼は 2つ？それとも 1つ？
左から，眼（複眼）が二つに見えたという学生のスケッチ，観察から「眼はひとつ」であることを
「発見」した学生のスケッチ，そしてミジンコを縦にして撮影した写真，である。
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実際学生の反応をみると，およそ半数の学生が「吻が口だ」とレポートに書いた。コンゴーレ
ッドは水には不溶で顕微鏡下では粒子状に見え，ミジンコの起こす水流を観察しやすくするの
だが，顕微鏡操作に不慣れな学生には難しい観察だったようだ。焦点調節，絞り調節が不十分
なため，食物の取り組み口をしっかり観察できず，「吻は口だ」という誤った思い込みを打ち
破るほど明確な結果に到達できなかったものと思われる。ほぼ全ての学生が「眼は一つだ」と
気づいたこととは対照的である。今後観察方法やガイダンス方法などの改良が必要になるかも
しれない。

終わりに

　繰り返し述べてきたように，本実験は一見，単なるミジンコの観察・スケッチをしているだ
けだが，実はその中に科学実験を行う上で必要な「仮説，検証，考察」の要素が含まれたもの
となっている。ミジンコという生物の存在は知っているもののミジンコの複眼が一つしかない
という事実はあまり知られていないため，また吻と呼ばれている頭部全面の突起も，口のよう
に見えるものの口器とは無関係であることはあまり知られていないため，このような「実験」
が可能になった。（オカメミジンコには「吻」があるが，吻の無い（頭部全面が平坦な）種も
多数存在する（水野，1964；田中，2002；滋賀の理科教材研究委員会，2005））。

図 8．学生レポートに書かれたミジンコの採食方法。吻は口ではない。
コンゴーレッドは水には溶けず，顕微鏡を用いると黒い粒子として観察できる。この粒子の流れか
ら，ミジンコが体の回りや中で起こしている水流が視覚化される。落ち着いて観察すると，この粒
子は吻とは無関係の場所（頭部より下の腹部前面の割れ目）から体内に取り込まれ，のどの大鰓付
近に一度貯められた後，ゴクゴクとリズミカルに腸へと送り込まれていくのが分かる。学生のほぼ
半数が，この様子を観察できた。観察がうまくいかず「吻から飲み込んでいた」と書いた学生も多
かったが，これは顕微鏡の焦点や絞りの調整が未熟でコンゴーレッド粒子の流れを確認できなかっ
たことによるものと思われる。
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　この実験に参加した学生の考察・感想の抜粋を付表に挙げた。「結果が前もって予測できて
しまう仮説検証型の実験」では得られない驚きや感動がここにはある。生物をじっくりと観察
することの楽しさや，そのことによって自分の見識が広がったという実感が現れている。これ
は，文系学生向けに「生物学実験」を開講する大きな意義の一つであると，私自身も強く感じ
た。今後も「楽しくて勉強になる」実験を充実させるべく努力して行きたい。
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付表：2007年度ミジンコ実習の感想，考察の抜粋
2007年 7 月11日（慶應義塾大学，文系学生 1～ 2年生対象の「生物学」講義内で実施）

1　（餌を食べる様子）足を小刻みに震わせて水流をつくり，黒い粒をどんどん吸い寄せていく。そ
して黒い粒は吸い寄せられて，横から見ると心臓の上のたまに動く器官のとこら辺で濃縮され，
黒いかたまりになったところで，それを少しずつ吸収している。たまに動く器官は，餌を入れる
と動きが活発になり，常に動くようになる。縦から見ると吸収するときは真ん中が開くようにも
見えた。感想：ミジンコは良く動くので，とくに縦に見たときのスケッチが難しかった。
2　ミジンコを縦から見ようとすると動き回ってしまいスケッチが大変だった。また，エサだけで
なく何でも取り込んでしまうので，おかしかった。
3　目は 1つしかない。スケッチしていないミジンコに，卵をかかえているやつがいた。 1つ30μm
ぐらいで，10個ぐらい，背中の，心臓の下あたりにあった。
4　のどとなる部分。飲み込むときに，ゴクゴクと動いているのが分かる。
5　図鑑等では横向きの図ばかりであるため，縦から観察すると複眼単眼が各々 1つずつしかない
ことと，甲殻の構造などがはっきり分かって新鮮だった。
6　体の構造がより複雑で，見るところは他のプランクトンより格段に多かったが，その役割に注
目して書いていくと楽しかった。
7　横向きではあいらしいミジンコだがたて向きだとクモのようで少し気持ち悪かった。小さいの
にえさを食べる仕組がととのっていてすごいと思った。
8　ミジンコの子供：間もなく生まれそうな子供が親ミジンコの体内にいた。もう複眼はハッキリ
と分かる。背中にあたる部分に，体細胞と思われる粒が集中していた。感想：ミジンコがエサを
取り込み，それが腸へと送られていくのを見られて，ミジンコも人間と同じように食物を消化し
ていくことが実感できました。
9　複眼は 2つあるのかと思っていたが，実際は一つであることに一番驚いた。感想：今日は，横
からだけでなく，縦からもミジンコを見れたので，ミジンコに対する見方が変わりました。小さ
な体の中で肢を高速で動かしたり，子を持っていたりと，観察するのは大変でしたが，特にエサ
を食べたときなどは感動しました！

10　最初はミジンコの瞬敏（ママ）な動きに慣れず気持ち悪かったけど，だんだんそれにも慣れて
ミジンコの構造がおもしろくてじーっと観察していた。横から見たときと縦から見たときで見え
方が異なって「眼が一つだったんだ」と気づいた。ミジンコの実体を立体的にとらえることがで
きた。

11　驚いたのが複眼は一つしかないことだ。てっきり 2つあるものと思い込んでいたが，どうやら
そうではないらしい。しかし，よく考えてみると水中で小さなプランクトンを飲み込んでこしと
るミジンコに目の力はそんなに必要ないのかもしれない。また単眼が真ん中にあることも上から
観察したときに気付いたが，複眼が一つしかないことを考えると，真ん中にあるのももっともな
ことかもしれない。感想：ミジンコは好きな生物だったので，最後に観察することができて良かっ
たです。複雑な構造にびっくりしたり，複眼が1つしかないという発見もできて充実した観察にな
りました。

12　観察すればするほどエビににていて驚いた。動きが速くてスケッチが大変だった。
13　1.2mm程の大きさのミジンコにも，こんな複雑な構造があって感動しました。肢の動きが速す
ぎてうまく観察できませんでしたが，心臓が動いている点が身近に感じられました。生きてるん
ですね。

14　消化機能は微生物と呼んではいけないのではないだろうかというくらいに思った。秋からも常
になぜ？という疑問の目を持ちながら取組んでいきたい。

15　ミジンコのようなモノを見るのは苦手なので，スケッチがつらかった。
16　エサを食べさせる：エサをあげると，周りの水とともに，頭と殻との間からエサを吸いこみ出す。
すると，腸へエサが行きわたり，それから大腸へ行きわたっていった。腸へ行きわたると，排泄
が始まった。

17　いくつも見るものがあって今までで一番大変だった。動くものを見るのは本当に困難だと実感
した。何度もプレパラートを作り直さなければならなかった。
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18　ミジンコがうごくので観察するのが大変だった。水の量の調節がむずかしかった。
19　肉眼で見ると点にしか見えないミジンコが実際にはとても細かい体内の構造を持ち懸命に生き
ている姿が見てとれた。このような生物が生態系の一端を担い我々の生活にも関係しているとわ
かり大切な仲間だと思った。

20　ミジンコはかなり動き回るし構造も複雑であんまりおもしろい観察ではなかったがエサを食べ
る様子にはかなり感動しました！

21　動きが速く作りが複雑なので改めて生命の奥深さを知った気がする。ミジンコでさえこんなに
複雑ならば更に大きい生物はもっと複雑なのだろう。

22　観察途中でミジンコが脱皮した。あまり見れるものではないらしいので運が良かった。エサを
食べる様子を観察したが，どこから黒い物体（エサ）を取り入れているのか分からなかった。

23　ミジンコをタテにして見るのがとても難しかったです。ミジンコを止まらせようとして水を減
らしてしまうとすぐ横向きになってしまうからです。エサを食べる様子もよく観察できました。
エサを機械的に飲み込んでいく様子がとてもかわいかったです。

24　横むきのミジンコは中学などの教科書で見たことがあったが，縦むきのミジンコというものは
初めて見た。目の位置や足がどこからはえているかを見ることができてよかった。

25　ミジンコは，複眼などが 2つあるのかと思っていたが， 1つしかなくておどろいた。ミジンコ
の食事する様子は面白かった。

26　エサを食べさせるときに，色素を使ってミジンコがどうやって水流を起こしてエサを取り込む
かが分かりやすくてよかったです。

27　はじめは気持ち悪いと思っていたミジンコも，観察すればするほど愛着がわきます。ミジンコ
も生きてるんだな。排便の瞬間も見ることができ，貴重な時間でした。

28　春学期にやった実習の中で一番大変だった気がする。しかし動くものを見ることは植物をみる
よりおもしろいと思った。

29　こんな小さな生き物でも人間と似たつくりをしていて驚きました。やはり動物に属するだけあっ
て複雑なつくりをしていました。

30　餌を食べる様子：とがっている口ばしみたいなところは関係なく，単眼の少し下のあたりから，
水流をおこして，えさをとりこんでいる。そして，その部分から，ポンプのような動きで腸にえ
さを送りこんでいる。腸は黒くなっていく。

31　大きくて，見やすいが，すばしっこくて，透明，立体なので，部位が重なっていて，スケッチ
がしにくい。足がはやくて，だいたいの形しかわからず， 2匹使ったので，見えてなかったとこ
ろがあったことに気づいた。

32　今までした実験の中で 1番難しかった。ミジンコの動きが速すぎてなかなかとらえられなかっ
た。食べるところはよく見えておもしろかった。

33　ずっと食べている＝ずっと水流をつくっているということだから，エネルギー消費量は案外多
そうだと思った。
3本当に図で見るようにはっきり見えて興味深かったが，足の動きが速すぎて細部まで観察で

きなかった。今までで一番生きている，という感じがして面白かった。
34　ミジンコが食物を取り込む瞬間は目を疑うほど驚いた。
35　今までで一番体内の構造がハッキリとわかったので面白かった。途中で脱皮したり排泄したり
していてそういった様子が観察できたのも良かった。

36　ミジンコがこんなに複雑な生態（ママ）構造をもっていたのでおどろきました。
37　今日のミジンコはとても見やすかった。なんか楽しかったが，卵を生むとこも見てみたい。
38　食べる様子：のどの手前から腸の目の近い部分へと食べ物が移動していた。のどで食物をゴリ
ゴリとすり潰しているように見えた。

39　ミジンコは魚のエサとして食べられているらしい。水の中の世界では重要な役割を果たしてい
るんだな，と感じた。またミジンコがいなくなったら大きな影響が及す（ママ）と思う。漁業界
には必要な生物だと感じた。意外にも，この小さい生物が日本の経済をささえているのかも？

40　1つの生物を多方向から詳しく観察することができた。単細胞（ママ）にもかかわらず体内には
細かい仕組が多数あり興味深かった。
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